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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

ホシガレイ種苗生産において、初期餌料であるシオミズツボワムシ（以下、ワムシ）の摂餌不良と飢餓を原因とする初期

減耗を予防するため、開口直後の仔魚を対象に、水槽の表面照度とワムシ摂餌との関係を調査した。 

  (1)  高圧ナトリウムランプを光源に用い、寒冷紗を重ね表面照度を 0～5,000 ルクスの 8段階に設定した試験水槽に開口

1,3,5 日目のホシガレイ仔魚を収容し、ワムシとﾅﾝﾉｸﾛﾛﾌﾟｼｽを添加した後に、4時間の明処理を施した（表 1、図 1）。次に

処理後の仔魚を各区30尾ずつ顕微鏡下で腸管を切り出し、1尾当たりの平均ワムシ摂餌数と群摂餌率（摂餌個体数/調

査個体数×100）を求めた。  

  (2)  開口 1 日目の仔魚は、照度の強度によらず広範囲の照度で活発な摂餌行動を示し、群摂餌率は 0～5,000 ルクスで

60％以上、ワムシ摂餌数は3,000ルクスで最大値を示した（図2）。また、0ルクスでも63.3％の群摂餌率が得られており、

完全な暗所でも摂餌が可能であることが分かった。 

  (3)  開口 3日目の仔魚は、照度の強度に応じた摂餌行動を示し、群摂餌率は 800～5,000 ルクスの広範囲で 90％以上、

ワムシ摂餌数は5,000ルクスで最大値を示した（図 3）。 

  (4)  開口5日目の仔魚は、更に照度の強度に応じた摂餌行動を示し、群摂餌率は1,500～5,000ルクスで90％以上、ワム

シ摂餌数は5,000ルクスで最大値を示した（図4）。 

  (5)  開口直後のホシガレイ仔魚が行うワムシ摂餌行動には照度が大きく関係していることが分かった。特に開口 1 日目

の仔魚は、広範囲の照度に適応し、完全な暗所でも十分な摂餌行動を示すのに対して、開口 3 日目以降は、成長ととも

に強い照度のもとで活発な摂餌行動を示すようになった。以上の試験結果から、ホシガレイ仔魚の初期飼育において

は、表面照度を、開口直後は250ルクス以上に、3日目以降は3,000ルクス以上に設定することで、活発なワムシ摂餌を

誘発し、初期減耗を予防できるものと考えられた。 

 

 ２ 期待される効果 

  ホシガレイ種苗生産施設の照明条件を検討する際の資料となる。 

 

 ３ 適用範囲 

   ホシガレイ種苗生産機関 

 

 ４ 普及上の留意点 

(1)  本試験は光源に一般的な高圧ナトリウムランプ（400W，2500K，白色）を用いて照度と摂餌との関係を調査したもの

である。このため光色の異なる光源を使用する場合には注意が必要である。 

(2) ホシガレイ種苗生産においては、照度条件に加えて、ワムシの給餌量や植物プランクトンの添加濃度、通気量等の

その他の飼育条件にも注意する必要がある。 
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